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中西キクエ氏の生活費援助として金弐万円を(国 債券にて)支 出したとのことである。 こう
して昭和18年5月,九鬼文庫は甲南高校に搬入 されてきた。当時,7年 制甲南高校の尋常科
2年生徒であ った私 自身 もこの搬入作業を手伝 ったのであるが,背 表紙の美 しい金文宇や,









た。とい うのは,昭和32年の初夏,私 は西 ドイツの政府給費留学生として滞在していたハイ
デルベルクに天野先生をお迎えして,ネ ッカー河畔のホテルで長時間にわたりお話しを承っ
たことがあった。当時,私 は甲南に就職 しようとは夢想 もしなかったが,九 鬼文庫の現状を





何かの因縁であ ったといえよ う。 レーヴィット先生が,ナ チス治下の ドイツを逃れて来日せ
られ,東 北大学で教鞭をとるに至った経緯には,九 鬼博士の温かい友情と尽力があったこと
を知る人は少ない。 「蔵書目録が出来たら,是非1冊 送 ってほしい」 といわれた先生であっ
たが,そ の先生も今は亡い。
その後も九鬼文庫復元の作業は決して円滑には進まなかった。先ず分散分置されている文









学生諸君が私の啓発に刺激されて,蔵 書の整理や,カ ー ドとの照合,整 備に協力 し,傷つい
た革装幀に一冊,一 冊と丹念にワセリンを与えて磨き,昔 日の面影をとり戻 して くれたこと
である。そうい う状況のなかで,本 学文学部学生 ・石垣哲二君が蔵書 目録作製の全面協力を
申し出て くれたのは3年前の春であった。当初私には,九鬼博士を敬慕 し九鬼哲学に傾倒す
るこの若い学生が,い かに情熱に駆 られての発意であろうと,学業を傍 らにしてこの複雑多
岐にわたる九鬼文庫の蔵書目録を完成させうるものか,は なはだ懐疑的であった。 しか し,
以来3年 間,カ ー ド照合から始まり原稿作製から索引,校正,造本 の吟味,印 刷所 との交渉
にいたるまで,殆 ど独力の形でこの仕事を完成 させて くれた石垣君の情熱と努力に対 しては
全 く敬服と感謝の念を禁じえないのである。この蔵書目録はまさにかれの青春の記念碑 とい
って過言ではなかろう。
ギ リシヤ,ラ テン,サ ンスクリットを含み,英,独,仏 等語等内容の多岐にわたる九鬼文
庫の性質のため,一 冊,一一冊に細心綿密な検討が必要であり,単なる機械的労働力 として他
の協力を求めることは不可能であった。ただ文庫の原形を知るために,能 う限 りの過去の関
係者に資料をもとめ,ま た,し ばしば天野先生や澤瀉久敬先生を煩わせたが,特 に作業中に
寄せ られた両先生の激励は私たちに大きな力であった。
九鬼文庫蔵書目録の作製にあたっては,凡例に記したように,あえて 「日本十進法」(NDC)
を採用せず,「九鬼番号」に従 った。 その選択には特に苦慮 し二転三転したが,結 局,文 庫
が九鬼邸にあった時点で九鬼博士自身によって整理分類されていたと推測される,い わゆる





第3部 に記載 した特別寄贈品は,こ の目録の作製中,昭 和48年と49年の2回 にわたり,天
野先生から寄贈された品々である。(1)H・リッケル トのブロンズ胸像は,九 鬼博士がハイ
デルベルク留学時代,リ ッケル トにカン ト哲学についての個人指導を受けた感謝の記念に,
彫刻家であ ったリッケル トの子息に依頼して製作され,一 体を教授の60才の誕生祝に贈り,
一体を日本へ持 ち帰られたものである。(2)西田幾多郎先生の筆による,九 鬼家の茶室に掲
げられてあった 「詠帰」の扁額。(3)九鬼博士の一高,東 大在学時代の講議 筆記ノー ト百余
冊。 さらに昭和49年,満90才の誕生を迎えられた天野先生か ら 「九鬼文庫へ友情の しるしと
して」寄贈を頂いたのが,(4)カン トの 「純粋理性批判』,「実践理性批判』,『判断力批判』
の三部作の各初版 と,(5)「詠帰」の扁額の原筆と思われる西田幾多郎先生による 「詠帰庵」
の掛軸1本 である。このうちで特に 「第一批判」の初版は,昭和6年,天 野先生による 「第







々甲南の文庫を訪れ数時間にわたって現物図書との 照合 まで して記載 の正確を 期して頂い




含む百点余の原稿その他が甲南大学に寄贈,移 管 され ることになったのである。この思いが
けぬ貴重な寄贈によ って,九 鬼博士の学問的活動を知る全資料がここに蒐集されたことにな
り,文庫として一層の充実をみたわけである。
最後に,甲 南学園が九鬼文庫を得て30余年,今 ようやくその蔵書 目録を完成 して世におく
る喜びを何よりもまず九鬼周造博士の霊にご報告 したいと思う。それ と同時に,甲南を去 ら
れた後も文庫の消息を終始こころにかけ,各種の寄贈を もって文庫の充実をはかられ ると共
に,目 録の公刊を忍耐強 くお待ち下 さった天野貞祐先生と,ご多忙の時間を割いて校正刷の
全部に目を通 して頂いたばかりか,本 目録のために,九 鬼哲学紹介の一文を快 くお引き受け
下さった澤瀉久敬先生には深甚の謝意を表 したい。 目録作製の作業開始の時点では,出版の
可能性の目途は皆無であ った。せあてまず欧文篇の出版だけでも認あてもらえばと希 ったの
であるが,執 拗な懇願と説得の結果,昨 年末,大 学当局は欧文両篇の出版費用を補正予算で
承認することになった。この大学当局の理解ある措置に対 しては,あ らためてお礼を申しあ
げたい。上に述べた石垣君の文字通り献身的な努力,哲 学研究室に出入りする学生諸君の協
力,そ してわれわれの再三にわたる困難な要求や変更に対しても,終始誠意をもって応 じて
下さった日本印刷出版株式会社の小西三郎氏の配慮に対 しても衷心よりの感謝を表 したいと
思 う。1975年 秋
